
１ 農作業や鳥獣対策を行う際に注意する事項
（１） 農作業や柵の設置・点検時等には、ラジオなどで

音を出してクマに人の存在をアピールする。
（２） クマの行動が活発になる早朝、夕方の農作業や柵

の設置・点検時は周囲に気をつける。
（３） クマが頻繁に出没する地域においては、できるだ

け単独の作業は避ける。
（４） 森林などに隣接する農地では、安全確認を行いな

がら、クマの潜み場となる周囲の灌木などの刈り
払いを実施する。

令和7年12月1日付けで民生委員･児童委員が、
全国で一斉に改選されました。日高川町において
も今回の改選により、次の54名の方々（主任児童
委員4名を含む）が厚生労働大臣から委嘱を受けま
したのでご紹介します。任期は、令和10年11月

クマの出没対策にあたっては、「クマ類の出没対応マニュアル（環境省）」および「特定鳥獣保護・
管理計画作成のためのガイドライン（クマ類編）環境省」を参考としてご活用ください。
【参考】 ○「クマ類の出没対応マニュアル－改定版－（環境省）」
  　http://www.env.go.jp/nature/choju/docs/docs5-4a/index.html
 ○「特定鳥獣保護・管理計画作成のためのガイドライン（クマ類編）環境省」
  　https://www.env.go.jp/nature/choju/plan/plan3-2c/

２ 誘引物の適切な管理
（１） 農作物の収穫残渣や放置された果実などがクマの

誘引物とならないよう適切に処理する。
（２） クマの侵入を防ぐため、収穫物収納庫の施錠を徹

底する。
（３） ガソリンなどの揮発性物質も、クマの誘引物とな

るため、保管場所等に注意する。
（４） 鳥獣対策により捕獲した個体がクマの誘引物とな

らないよう、現地に埋設する場合には、十分な深
さに埋設するなど適切に処理する。

30日までの3年間です。
民生委員･児童委員は、社会奉仕の精神のもと

地域の身近な相談役として、福祉活動に取り組ん
でいますのでお気軽に声をかけてください。

（敬称略）
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農業現場におけるクマの出没および人身被害防止について

まちの民生委員･児童委員のご紹介

氏  名 担当地区
小川　敏美 中津川
谷口　和生 千津川
地阪満喜子 鐘巻
鳥居　　守 土生
中田　芳一 矢田上、中、下・大板
八田　節子 実満・上出・畑出・下出
小谷登貴彦 法徳1・2・西出

直川　　豊 上の浦・岡の段・清水台・
オレンジ1、２・岡坂アパート・大谷

西　　泰海 入野
津村由美子 若野
津村　亜湖 玄子
楠本　　渉 早藤・蛇尾
湯川　誠二 平川
原　　　尚 三百瀬・伊藤川・藤野川
西川　吉見 山野
宮本　和幸 市川
松山　洋子 大滝川・三津ノ川
玉置　加枝 江川

氏  名 担当地区
太田　明子 江川
岡本　哲司 和佐
前田　芳郎 和佐
柏木　加奈 松瀬
平野　佳樹 坂本・岡本
清水　一美 小津茂・下滝本
寒川　眞仁 上滝本
中　　昌代 西原・西本郷・伊佐の川
大澤　洋子 東本郷・尾曽・中木
西　　佳樹 広瀬・高津尾川
大又　哲治 姉子・三十井川
熊谷みどり 三十木・原日浦・平岩
原見　虎典 佐井・大又
湯川喜一郎 坂野川・老星
南 　仁美 三佐
原　　延子 田尻・小釜本
古田　定利 下田原・上田原
西岡　　繁 川原河
宮井　貴浩 上越方･下越方

氏  名 担当地区
杉谷　昌美 浅間･打尾
寒川美千代 下村･上ノ段･友渕
山本　浩司 滝頭･愛口
川合喜美子 平･笠松
玉置　勝久 猪谷･串本･妹尾･初湯川
細川　初美 上初湯川
井原　雅子 李･愛川
尾崎　久美 皆瀬
寺本　惠吾 阿田木･弥谷
友渕　順子 土居秋葉・土居梅原・宮平・小川
堺　ひとみ 西ノ川･高野･船原
譽田　幸子 中村・朔日・滝ノ上・長志
西　　美行 下板・上板・小薮川
沖野　昭夫 主任児童委員
前田　嘉信 主任児童委員
熊代　信彦 主任児童委員
玉置　玉緒 主任児童委員
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田中  孝 氏（山野）▶

◀奥村 昌弘 氏（寒川）
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